
施設の変化

収蔵庫内は、床板が水を吸って隆起し危険な状態だったため、まず床板の張り直しを行い、搬出に向けた準備を整えた。

収蔵庫から収蔵品を運び出す搬出ルートの確保のために、散乱した物の撤去と清掃を行った。

2019.10.18 2019.10.23 2019.10.28

2020.5.62020.1.232019.11.7

2020.5.62020.2.202019.12.10

2019.11.162019.10.262019.10.18

■　B１F  エレベーターホール前通路

■　B１F  第1収蔵庫（民俗）

■　B１F  第3収蔵庫（歴史）

■　B１F  収蔵庫前室

カビの拡散防止のため被災直後は一時的に閉鎖し、翌年1月より本格的なレスキュー作業を開始した。運び出した収蔵品は、水洗やエタ
ノールでの消毒を行ったあと順次乾燥させていった。

床に散乱した文書類を救出後、床を張り替えて、搬出を行った。収蔵品を置いていた棚は一旦解体した上でローディングに移設し、仮保管
場所として活用した。
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し、水洗機にかけることが可能である状態であることを確認してから、応急
処置として水洗機での洗浄・乾燥を行った。取り出したサンプルは、
すでにフィルムロールの外周部分のエマルジョンが溶解しはじめ、側
面からはみ出している上、ベース面の歪みも認められた。当館のみ所
蔵する「神奈川ニュース　川崎市政版」原版の搬出、応急処置が最優
先の急務となった。  
5．搬出
　10月22日に最初の搬出を行った。被災直後の地下は高温多湿なうえ、
酸素濃度が薄く、通路には物が散乱し、台車を通すのは困難であった。
役割を交替しながらバケツリレー形式でフィルムを1缶ずつ手渡しで、
計90缶を地上へ搬出した。地上に運びあげたフィルムは1缶ずつID札を
作成し、ラベルとフィルムをID札と一緒に記録撮影を行うことで管理
した。運搬の際には、フィルムが乾燥・固着してしまうのを防ぐため、
濡らした布を一緒に封入し、缶ごとビニール袋に入れて密閉し、段
ボールもしくはプラスチックの衣装ケースにいれて搬出した。約2,000
フィートにも及ぶフィルムをほどいて水洗し、なおかつ均等にムラな
く乾燥させるには映画フィルム専用の水洗機（あるいは代替として現
像機）が必要であり、それらを備えるラボ、ポストプロダクション企業
へ搬出する必要があった。
　国内で35ミリフィルムに対応できる水洗機もしくは現像機を常時稼
働させている民間企業は、現時点で確認できる限り４社のみである。
6．応急処置後、判定基準作成
　搬出したフィルムの状態はさまざまであったが、情報を共有しなが
ら、「浸水の程度」、「乳剤の状態」、「ベースの状態」について観
察し、劣化状態について専門家のご助言の元、下記の判定基準を作成
していった。  
  　A：浸水しておらず、水洗作業の必要なし 
  　B：浸水がみられるものの、状態は比較的良好
  　C：浸水し、乳剤に膨張が見られるが、目立った剥離症状は見られない 
  　D：浸水し、乳剤の剥離、固着が見られ、救済不可能な箇所がある 
  　E：浸水し、乳剤の剥離、固着が見られ、全面的に救済が不可能 
　この基準を参考にして、今後デジタル化を含めた複製作業などを検
討していく予定である。水損したフィルムの複製作業は大きな課題で
もある。
7．おわりに
　映画保存は適切な環境で保管しておくだけでなく、整理・管理・防
災を含めて保存であるということを差し迫った形で突きつけられた。
国際フィルムアーカイブ連盟（FIAF）の公式ホームページでは、映画
フィルム保存における防災プランの重要性、具体的にはリスクヘッジ
と現状分析が必要であると紹介されている。リスクヘッジとしては、
データベース整理、細めなインスペクション、デジタル化としての
バックアップを行うことでリスク分散など。現状分析としては、どの
ような災害リスクがある環境なのか、どのくらいの被害がどのくらい
の可能性で起こりうるかを把握することなどが挙げられる。
　これからも映画フィルムのレスキュー活動は続いていくが、並行し
て当館での今回のレスキュー活動における応急処置の流れを反省、分
析し直し、そして外部と共有し、これまでの活動そのものを適切に
アーカイブしていく必要があるだろう。

可動棚が動かなくなっていたため、棚を解体しつつ収蔵品の搬出を行った。搬出後は博物資料などの仮置き場としても使用した。

収蔵品から取り外した外箱、包紙等の廃棄場所として使用。その後応急処置を終えた民具の一時保管場所などに活用した。

2020.3.72020.1.232019.10.26

2020.3.72019.12.192019.11.26

■　B１F  第7収蔵庫（グラフィック）

■　B１F  第8収蔵庫（写真、漫画、映画、映像）

■　B１F  荷解梱包室（ローディング・搬入口）

通路を塞いでいた書籍や雑誌類を運び出しながら、めくれ上がった床板の張り替えを行い、搬出ルートを確保した。

2020.4.32019.12.52019.10.28

■　B１F  第４収蔵庫（美術文芸）

グラフィック作品の多くは、額や引き出しに入れられた状態で保管されていたため、額を順次運び出し、額装を外していった。引き出しに
入った状態で固着した作品は、整理室に設置したプールを使い剥離作業を行った。

2020.6.252019.11.152019.10.23
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装潢師連盟より技術者及び支援スタッフの派遣があり、グラフィッ
ク作品の搬出と額外しが本格的に始動した。作業の中で見えてきた
のは、作品のサイズや障害物の有無などによって必ずしも優先順位
通りに搬出できるとは限らず、手前にある作品から順に着手する場
合が多かったことだ。たくさんの作品が次々と運ばれてくるため、
その場でリストと照合する時間はなく、現実的には記録写真を撮る
ので精一杯であったが、この写真が次の2つの点で重要な意味を持っ
ていた。1つは先述の通り、後から作品の照合作業を行うために必要
であり、2つ目は撮影時の作品の状態や、いつ、どこで、どのような
処置を施したのかを瞬時に記録でき、整理や管理が比較的容易な点
である。最初は病院のカルテのように、後から写真を見て一点一点
被害状況を管理表に記述していたが、処置のスピードが上がるにつ
れて、次第にその時間も取れなくなり、最終的には管理表の被害状
況の欄に記録写真を貼り付け、応急処置の欄に日付と処置内容を一
言記しておく方法に落ち着いた。記録写真をリストに貼り付けた理
由は、作品の現状を伝えるためだけでなく、今後自分以外の誰かが
このリストを見ることを想定し、誰でも作品のイメージと基本情報
を結び付けられるようにするためである。
5．現状と課題

　現在では、用途によって画像あり（図1）と、文字情報のみ（図
2）の2種類の進行管理表を使い分けている。前者は主に作品のイ
メージと基本情報を結び付けるものであり、エクセルに直接画像を
埋め込んでいるため、ジャンルごとに並び替えるといった作業には
向かない。それを補完するために画像のない管理表も作成した。こ
の表には外部保管庫に搬出した作品の所在を詳細に記述している。
そうすることで、アール・ヌーヴォーやアール・デコといったジャ
ンル別、搬出日や保管箱別、保管庫別などさまざまな括りで抽出・
分類できるようになり、応急処置済みのグラフィック作品の全体像
と進捗を管理できている。記録写真についても、グラフィック分野
では、額外し、引き出し内で固着した作品の剥離作業、燻蒸前準
備、カビ払いなど、応急処置の各過程で一点一点写真を撮ってお
り、その総数はすでに1万枚を超える。これらの写真を収蔵品データ
ベースに紐づけていくのが当面の課題であるが、現状は日付ごとにフォ
ルダ分けして管理することで、時間が経つにつれて薄れてきてしまう作
品の状態の経過をたどるのに役立てている。
6．おわりに

　作品リストの整備や進行管理表の作成、記録写真の撮影といった
事務作業は、文化財レスキューの中では二次的な作業と思われるか
もしれない。しかし、作品の中には応急処置から本修復まで何年も
の期間が空いてしまうものが必ず出てくる。その時に、作品の所在
や状態を常に把握する意味でも、またどのような処置の過程を経て
きたのかを修復技術者へ伝える場合にも、これらの記録を活用する
ことができるだろう。

被災直後は、洗浄した写真の乾燥場所として、その後は映画フィルムの応急処置・保管場所として活用した。

台風によって外壁パネルが剥がれる等の被害があった。11月にはバリケードの設置、仮設ユニットハウスの建設、12月には冷蔵・冷凍コン
テナの設置を行った。

被災当初、施設機能が限られていたため学芸室を1階ラウンジへと移設した。その後は、レスキュー作業のために燻蒸庫や紙資料の応急処
置を行う作業場として活用した。

2020.6.222019.11.52019.10.31

2019.10.18 2019.11.11 2019.11.15

2020.12.172020.2.292019.12.25

2019.11.292019.11.152019.10.13

■　１F  中庭

■　１F  ラウンジ

■　３F  研修室

■　B１F  整理室
棚や机などを運び出し、清掃を行い、収蔵品の応急処置を行う作業場として活用した。
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川崎市市民ミュージアム被災収蔵品レスキューの記録

　本プロジェクトは、被災後の当館の活動を多くの方に知っていただくことを目的に、収蔵品レスキューの記録を、映像や文章など
さまざまなメディアを用いて、2020年12月より当館のウェブサイトにて発信を開始しました。

　当館では被災直後から現在まで、たくさんの困難に直面してきました。山積する問題に、多くの支援団体と解決に向けた取り組みを
続けています。それぞれの課題の解決には、阪神・淡路大震災や東日本大震災といった、過去の文化財レスキュー事例に携わった
方々や、そこで蓄積されたノウハウが活かされています。

　当館の収蔵品レスキューにおいても、すでにさまざまな知見が得られており、こうした記録を広く共有し、次世代へと継承することは、
支援を受けた当館の使命だと考えております。
　これらの公開を通じて、今後の文化財の保全と防災のために、学び、考える機会となれば幸いです。

川崎市市民ミュージアム被災収蔵品レスキューの記録
トップページ（https://www.kawasaki-museum.jp/rescue/）

レスキュー発信プロジェクト
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　この映像は、被災してから1年間の活動をドキュメンタリーとしてまとめたものです。多分野にわたる膨大な収蔵品をもつ当館において、
台風がどのような被害をもたらし、水没した収蔵品を救い出す試みがどのように進められてきたのか。関係者が撮影した映像や画像を
用いてレスキュー活動のあゆみをご紹介いたします。

連載企画　川崎市市民ミュージアム被災収蔵品レスキューの記録
トップページ（https://www.kawasaki-museum.jp/rescue/rescue_archive/）

川崎市市民ミュージアム 被災収蔵品レスキューの映像記録　―2019.10.12―
（https://www.kawasaki-museum.jp/rescue/movie/）

映像ドキュメンタリー
川崎市市民ミュージアム　被災収蔵品レスキューの映像記録　―2019.10.12―

　当館の被災収蔵品レスキュー活動は、さまざまな団体から多くの方々の協力や専門的な技術提供を受けて進めてまいりました。
　連載企画「関係者コメントの記録」では、レスキュー作業に関わった方々と職員のコメントを紹介し、被災してからの当館の活動や
どのような人々がレスキュー活動に関わってきたのかをお伝えしていきます。もう一つの連載企画「被災収蔵品処置の記録　―収蔵品
を追う―」では、当館の収蔵品を紹介すると同時に、収蔵品に施した処置をお見せしながら、作品・資料の保存や修復についてご説明
いたします。

連載企画
◇関係者コメントの記録　◇被災収蔵品処置の記録 ―収蔵品を追う―
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